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素
晴
ら
し
き
日
本

これが日本、これがインドネシア

　
じ
ゃ
か
る
た
新
聞
と
ジ
ャ
カ

ル
タ
日
本
祭
り
（
Ｊ
Ｊ
Ｍ
）
実

行
委
員
会
、
国
際
交
流
基
金
は

９
月
３
、
４
の
両
日
、
中
央
ジ

ャ
カ
ル
タ
・
ス
ナ
ヤ
ン
で
行
わ

れ
た
ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
祭
り
の

ブ
ー
ス
で
、
第
８
回
写
真
展
を

開
催
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

風
景
や
人
物
を
題
材
に
在
留
邦

人
が
撮
影
し
た
「
素
晴
ら
し
き

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」
部
門
と
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
日
本
で
撮
影

し
た
「
素
晴
ら
し
き
日
本
」
部

門
の
作
品
を
募
集
し
、
両
部
門

で
日
本
大
使
賞
、
Ｊ
Ｊ
Ｍ
実
行

委
員
長
賞
な
ど
を
選
出
し
た
。

４
日
の
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
で
表
彰

式
を
行
っ
た
。

　
写
真
展
は
そ
の
後
、
南
ジ
ャ

カ
ル
タ
の
国
際
交
流
基
金
ジ
ャ

カ
ル
タ
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
で

９
日
ま
で
、
続
い
て
日
本
政
府

観
光
局
主
催
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ト

ラ
ベ
ル
フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
た
コ

タ
・
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
・
モ
ー
ル

の
ア
ト
リ
ウ
ム
で
12
日
ま
で
開

催
さ
れ
た
。
写
真
展
に
は
エ
プ

ソ
ン
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
・
ゴ
ー
ベ
ル
・
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
が
協
賛
し
、
日
本
政

府
観
光
局
が
後
援
、
ジ
ャ
パ

ン
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
フ
ォ
ト

グ
ラ
フ
ィ
ー
が
協
力
し
た
。

　
入
選
し
た
全
作
品
40
点
を
紹

介
す
る
。

表
彰
式
で
笑
顔
の
入
賞
者
ら
＝
平
野
慧
写
す

第８回写真展   ＪＪＭで表彰式

①ボゴール県南西部のゴム農園に立ち寄りました。農園労働者の
子どもたちが飼いハトを遊ばせている様子を撮らせてもらいまし
た。放ったハトが自分の元に飛びかえってくるのが面白いようで
歓声を上げて楽しんでいました＝2016年５月29日、ボゴール県チ
ボダス村　受賞理由：インドネシアらしい雰囲気の中に躍動感あ
ふれる生き生きとした子どもたちの姿が巧みに表現されている
②友人と訪ねた広島・宮島で撮影＝2016年８月16日　受賞理由：
カメラアングルがとても良い。ダイナミックな雰囲気が伝わる。
写っている人々のバランスも素晴らしい
③地元では死者の魂はこの湖に集まり霊界へ向かうという言い伝
えがある。湖は雲間から日が差し、より一層神秘的であった＝
2016年７月、フローレス島クリムトゥ山　受賞理由：普段人が行
かない、困難を極めるようなところに、インドネシアの良さを探
しに、よく行ってくれた
④この一瞬を撮影するため、朝から夕まで待ち続け、観光客を
乗せた舟と姫路城が水面に映る瞬間をとらえた＝2016年　受賞理
由：八重桜の向こうに姫路城が見え、非常に奥行きと広がりを感
じさせてくれる写真である。また、舟に乗っている竹がさの人を
見ていると、どことなくインドネシアの風景を思い出し、インド
ネシア文化とつながるところがある

大使賞 大使賞

実行委員長賞 実行委員長賞

日本への旅行（アルヤ・バヌ）② ゴム農園のこどもたち（矢田誠）①

日本のワンダフル－－姫路城（ワスティカ）④ 死者の湖（松本得尋）③
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エ
プ
ソ
ン
賞
霧
の
湖
の
寺
院
（
篠
原
央
典
）　
①

激走 Rinjani 100（古川尚志）⑧

トラジャの農村（谷口史明）⑩

富士を想う（鈴木理美）②

シャボン玉遊び（橋口康ニ）③

モスクと夕日（高井航）④

楽しいよね！（椎谷佳弘）⑤

研ぎ澄まされる（Ａ . Ｋ . Ｉ）⑥

かくれんぼ（蛇草真寛）⑦いぶし銀（高地伸幸）⑨

①バリ島のウルン・ダヌ寺院は、５万ルピア
札の図柄にも採用されている景勝地で、今回
初めて訪れました＝2016年３月７日　受賞理
由：ピースフルな瞬間を完璧にとらえた、素
晴らしい写真である
②２カ月ほど住んだ、ギリ・トラワンガン島
からの景色です。断水・停電が頻発し、キッ
チンもエアコンもない部屋での不便な生活の
中、海岸から見たこの山に、懐かしさと親し
みを感じた静かな朝でした＝2016年４月、ロ
ンボク島のギリ・トラワンガン島
③２歳の娘です。初めてシャボン玉で遊んだ
ときの写真です。インドネシアへ来て半年。
これからもいっぱい遊ぼうね＝2016年７月、
南ジャカルタ・ガンダリアハイツの公園
④ジャカルタの空に魅せられて写真を撮り続
けています＝2016年７月４日、中央ジャカル
タ・スナヤン
⑤バリのとある大好きなサーフポイント、楽
しいひと時を、本当にありがとう！＝2013年
６月、バリ
⑥鏡のように情景を映し込む川面。美しい夕
暮れに染められ、にぎやかだったテングザル
も樹の上で眠りのスタンバイ。灯り一つない
ジャングルが静かに闇に包まれてゆく。五感
全てに何の濁りも感じられない心洗われる空

間＝2016年８月３日、中部カリマンタン州タ
ンジュン・プティン国立公園のスコニェル川
⑦ラマレラ村の市場を目指して歩く私を案内
してくれた少女。丘の上から見える海の写真
を撮るのに夢中になっていると、さっきまで
隣にいた少女の姿を見失っていた。少し歩く
とセメントに隠れていた少女はこちらをのぞ
いて笑顔を見せた＝2016年７月、東ヌサトゥ
ンガラ州レンバタ島ラマレラ村
⑧インドネシアはトレイルランニング花盛
り。ことしはリンジャニで100キロのレース
がありました。45人出走して時間内完走は１
人。とても過酷なレースでした。それでも朝
日とともに駆け下りるのは快感です=2016年
７月30日、ロンボク島リンジャニ山頂付近
⑨インドネシアには渋いおっさんが多い。中
部ジャワの片田舎で見かけた男もその一人
だ。白いものが混じった髪に着崩れしたバテ
ィック。本人は駅で電車を待っているだけな
のだが、その横顔と鋭い眼差しには人をひき
つける力があった＝2014年、中部ジャワ
⑩トラジャの独特の文化と、人々の優しい人
柄にひかれて２度訪れました。赤道直下なの
に涼しく、山紫水明という言葉が似合う、居
心地の良い場所です＝2015年９月、スラウェ
シ島トラジャ

素晴らしきインドネシア
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